
形 状

配 布 部 数
両国観光案内所を中心に墨田区の観光スポットで無料配布

企 画・製 作 サンピース・グラフィックス株式会社　https://sun-piece.com

協 賛・協 力 勝海舟顕彰会／墨田区観光協会／東京向島ロータリークラブ／東京青年会議所墨田区委員会
本所防犯協会／日本大学校友会東京都第六支部／日本大学校友会墨田桜門会
向島消防少年団／株式会社環境整備　

監 修・執 筆

髙山みな子（文筆家・勝海舟玄孫） 
勝海舟の子孫としての講演や各種プロジェクトに参画。高知県観光特使。長崎市観光大使。三重県松阪市ブランド大使。
東京都港区観光大使。神奈川県大和市健康都市大学客員教授。共著に『勝海舟関係写真集』（出版舎風狂童子） 等。

三澤敏博 著書に『幕末維新 銅像になった人、ならなかった人（交通新聞社）』、『江戸東京幕末維新グルメ（竹書房）』、
『江戸東京に遺る勝海舟の足跡（日本橋出版）』、共著に『勝海舟関係写真集』（出版舎風狂童子）、
別冊太陽『坂本龍馬 青春の航海地図』（平凡社） 等。

2023年、幕末の英雄である勝海舟の生誕200周年を記念して、
生誕の地である墨田区内の勝海舟関連スポットを紹介したMAPを製作。

勝海舟 生誕200周年記念

知られざる
新スポット
続々!

勝海舟の
ご子孫による
特別コラム付き

豪華8ページ
観音開き!!
無料配布!

POINT 1 POINT 2 POINT 3 POINT 4

古地図と
照らして
歩けるMAP

幼き海舟が点々と移り住んだ区内すべての屋敷跡を紹介!!

明治時代の海舟が招かれた料亭?

海江田信義と相撲観戦!? などなど珍スポットも満載!! 　

【本所篇】A4サイズ8ページ・観音開き　【隅田川篇】A4サイズ6ページ・Z折

【本所篇】15,000部　【隅田川篇】5,000部を配布
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吉良邸跡
（本所松坂町公園）

小林一茶
居住の地

芥川龍之介
生育の地

津軽家上屋敷跡

栗本鋤雲
旧居跡

江川太郎左衛門
江戸屋敷跡

山岡鉄舟
生誕地跡海舟と無血開城に奔走

した盟友・

山岡鉄舟も、実は本所の
出身です。

鉄舟は海舟が十三歳の
時、御蔵奉

行を勤めた小野朝右衛門
の五男と

して、本所大川端四軒屋
敷の役宅

で生まれました。

韮山の反射炉や、品川の
お台場を築いたことで

知られる幕末の兵学者
、江川太郎左衛門の屋

敷跡。海舟は江川を「かな
りの人物であつた。そ

の嘉永安政の頃に、海防
のために尽力したこと

は誰も知つて居るだらう」
と評価しています。

海舟とは晩年まで交流し
たジョン万次郎も、ここ

江川屋敷の長屋に居住
していました。現在史跡

を示す説明板が建てられ
ています。

海舟は晩年、「政治家も

理屈ばかり言ふように

なつては、いけない。徳

川家康公は、理屈はい

はなかつたが、それで

も三百年続いたヨ。」と

語っています。

幕末、軍艦奉行や外国奉
行などを歴

任した栗本鋤雲は維新後
、当地に住

みジャーナリストとして活
躍しました。

新政府に仕えることを潔
しとしなかっ

た鋤雲は、政府に出仕し
た海舟と相

容れることはありませんで
した。

当地にあった小笠原加
賀守の

空屋敷、及び西尾主水邸
は、清

河八郎率いる浪士組の
組屋敷

に割り当てられました。後
に海舟

の妹・順と結婚する村上
俊五郎

は、浪士組の幹部です。
浪士組

は清河の暗殺後、新徴組
として

再編成されました。

新徴組屋敷跡

旧安田庭園

勝海舟と安田善次郎

明治十三年三月、海舟は
安田財閥の安田善次郎

に招かれ、その屋敷を訪

問しています。安田邸は
日本橋小網町にありまし

たが、明治十二年十二月

に本所横網の田安家屋
敷を購入し、各界の名士

をここに招いたといいま

す。海舟が招かれたのも
、この別邸だった可能性

があります。

ちょうどこの頃、海舟は日
光東照宮の保護を目的

に、旧幕臣や地元有志ら

が組織した団体「保晃会
」への寄附について、安

田と相談していました。

「保晃会」の発起人は、
安田の協力によって第四

十

一国立銀行を開設した
鈴木要三です。そんな関

係

から海舟が招かれたの
ではないでしょうか。

その後、安田は本邸を当
地に移しました。屋敷地

一

帯は安田の没後、東京
市に寄贈され、その庭園

が

旧安田庭園として公開さ
れています。

明治時代の浮世絵に描かれ
た勝海舟
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『〔江戸切絵図〕 本所絵
図』尾張屋清七〈嘉永５年

刊〉 原図・国立国会図書館蔵、
岩橋美術復刻版より転載

『〔江戸切絵図〕 本所深川
絵図』尾張屋清七〈嘉永5

年刊〉 原図・国立国会図書館
蔵、岩橋美術復刻版より

転載
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海舟居住地3

山口鉄五郎の地所
海舟居住地4

旗本岡野氏屋敷跡

5

海舟居住地2

天野左京の地所

8
勝海舟
揺籃の地碑

9

多羅尾
七郎三郎宅跡

4

海舟居住地1

勝海舟生誕の地

3

回向院

1

旧両国橋

2

中村楼跡

1 旧両国橋跡

貧しき頃の想い出が残る

両国1-11

両国橋が現在の場所に
架け替えられ

たのは明治三十七年の
こと。かつては

現在より下流約五十メー
トルの辺りに

あり、当地には説明板が
建てられていま

す。この旧両国橋には、貧
しき頃の海舟

の思い出話があります。
ある年のこと、

貧しかった勝家では正月
の餅も買えず、

親戚宅までもらいに出か
けたのですが

その帰り道、両国橋の上
で餅を落とし

てしまいました。拾いあ
げ

るも、あまりに惨めで、す
べ

て橋から投げ捨てたと
晩

年、自身で語っています。

3 回向院

海舟も相撲観戦に訪れた

両国2-8-10

4 海舟居住地1  勝海舟生誕の地跡 両国4-25

両国の回向院といえば、
大相撲の起源

として有名です。現在、境
内には歴代相

撲年寄を慰霊した「力塚
」が建立されて

います。碑の揮毫は維新
後の徳川宗家

を継いだ徳川家達の筆
によるもので

す。家達は大の相撲好き
でした。

海舟も明治時代に回向
院へ相撲観戦

に行った記録があります
。明治十四年

一月十七日に旧薩摩藩士
・海江田信義

と観戦したようで、自身
の日記に「海江

田信義、相撲行く。蟯川
、手柄山、高千

峰へ酒を遣わす」とありま
す。

蟯川とは、この日引退し
た境川浪右衛

門だと思われます。関脇
の手柄山は四

勝三敗二分、高千峰は
前頭で五勝三

敗でした。海舟が酒を遣
わした手柄山

の名前は、海舟の日記
に

幾度か登場しています。
贔

屓の力士だったのかも
し

れません。

海舟が生まれた本家・男
谷家

海舟の父・小吉は男谷
平蔵の三男と

して生まれました。やが
て七歳の頃、

旗本・勝家の養子に入り
ますが、生活

は深川の男谷の屋敷で
続けていまし

た。小吉が九歳の時、男
谷家は本所

亀沢町へ移り、小吉も同
敷地内に設

けられた屋敷で暮らすこ
とになりまし

た。現在の両国公園がそ
の跡地です。

その後、十八歳になった
小吉は、勝家

の娘・信と結婚し、勝家
の当主として同地の兄の

屋敷地内に新

居を構えました。ところが
出奔することもしばしば

で、ついには男

谷の本家より、三畳の座
敷牢に閉じ込められまし

た。海舟が生

まれたのは、ちょうどこの
頃、文政六年のことです

。

男谷家の屋敷跡にあた
る現在の両国公園内に

は、

海舟が生まれたことを示
す「勝海舟生誕の地」碑

が

建立されているほか、「勝
海舟幕末絵巻」と題され

た

解説板などが設置されて
います。

旧両国橋跡に建つ説明板

江戸時代の両国橋

家達の筆による「力塚」

浮世絵に描かれた手柄山

明治時代の回向院

勝海舟生誕の地碑 2 中村楼跡

榎本武揚に招かれた名料
亭

両国1付近

本所区元町二番町、現在
の両国一丁目の隅田川

沿いにはかつて、中村楼

という政財界の要人御
用達の料亭がありまし

た。海舟は明治七年三
月、

榎本武揚より中村楼に
招待されています。榎本

が特命全権公使として
ロ

シアに発つにあたって、
面会したのだと思われま

す。その他、明治十三年

に中村楼で行われた溝
口勝如の会合などにも海

舟は出席しています。

5 海舟居住地2  天野左京の地所跡 亀沢1-17付近

6 海舟居住地3 山口鉄五郎の地所跡 緑3-22付近

7 海舟居住地4 岡野孫一郎の地所跡
緑4-35-6

海舟が生まれた時、座敷
牢にあった父・小

吉も、やがて海舟三歳の
頃に牢を出て、就

職活動に励みました。た
だし、これはなか

なか上手くはいかなかっ
たようです。

この頃、小吉一家は男谷
の屋敷地から本

所南割下水の旗本・天
野左

京の地所に移りました。
現在

の亀沢一丁目十七番地
付近

がその跡地にあたります
。

天保元年～二年頃、一家
は

本所入江町の旗本・岡野
孫

一郎の地所へ移りました
。

一方、海舟は七歳の頃よ
り

将軍家慶の五男・初之丞
の

学友としてお城に召され
て

いました。そして九歳の
年、

天保二年に西丸御殿から
こ

の屋敷に戻りました。現
在、

当地には海舟が住んだこ
とを示す説明板が設けら

れています。

やがて天保十二年、「天
保の改革」により、不良

旗本

の取り締まりが厳しくな
ると、父・小吉も蟄居・謹

慎と

なり、虎の門の保科栄次
郎方へ同居押し込めとな

り

ました。かくして一家は、
本所の地を後にしたので

す。

天野の地所に移った三
年後、一家は

同じく南割下水の旗本・山
口鉄五郎の

地所に転居しました。現

在の緑三丁目二十二番

地、総武線の高架下南

側付近がその跡地です。

8 勝海舟揺籃の地碑
亀沢4-21-1

五柱稲荷神社は植村帯
刀の屋敷

内に祀られたのがはじま
りと伝わ

ります。現在、境内には
幼少期の

海舟が界隈で過ごし

たことを示す「勝海舟

揺籃の地」の木碑が

建立されています。

9 多羅尾七郎三郎の屋敷跡
立川3-9付近

勝家が岡野孫一郎の地
所に移った頃、西丸御殿

から下がっていた

海舟は、多羅尾七郎三郎
の屋敷へ本の稽古に通

っていました。多

羅尾の屋敷は現在の立
川三丁目九番地付近にあ

たります。

そんなある日のこと、多羅
尾の屋敷へ向かっていた

海舟は、道で病

犬に睾丸を噛まれ、瀕死
の状態

に陥りました。小吉は必
死に看病

し、金毘羅に祈願の裸参
りを行い

ました。その甲斐あっ

て、海舟も七十日目

には床を離れること

ができました。

病犬に襲われ、瀕死となっ
た海舟。

海舟が住んでいたことを示
す説明板

10

海舟の父・小吉が信心した

能勢妙見山別院にはフ
ロックコート姿の晩

年の海舟像が建立され
ています。これは昭

和四十九年、妙見堂開創
二百年の際に、有

志によって建立されたも
のです。海舟の父・

小吉は貧乏を脱するため
、妙見

山で百日の水垢離を決
行する

など、熱心に当社を信心
してい

ました。

能勢妙見山別院
本所4-6-14

晩年の勝海舟 胸像

墨田区役所脇には

壮年期の海舟像も

建っています!
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吉良邸跡
（本所松坂町公園）

小林一茶
居住の地

芥川龍之介
生育の地

津軽家上屋敷跡

栗本鋤雲
旧居跡

江川太郎左衛門
江戸屋敷跡

山岡鉄舟
生誕地跡

海舟と無血開城に奔走した盟友・山岡鉄舟も、実は本所の出身です。鉄舟は海舟が十三歳の時、御蔵奉行を勤めた小野朝右衛門の五男として、本所大川端四軒屋敷の役宅で生まれました。

韮山の反射炉や、品川のお台場を築いたことで知られる幕末の兵学者、江川太郎左衛門の屋敷跡。海舟は江川を「かなりの人物であつた。その嘉永安政の頃に、海防のために尽力したことは誰も知つて居るだらう」と評価しています。海舟とは晩年まで交流したジョン万次郎も、ここ江川屋敷の長屋に居住していました。現在史跡を示す説明板が建てられています。

海舟は晩年、「政治家も
理屈ばかり言ふように
なつては、いけない。徳
川家康公は、理屈はい
はなかつたが、それで
も三百年続いたヨ。」と
語っています。

幕末、軍艦奉行や外国奉行などを歴任した栗本鋤雲は維新後、当地に住みジャーナリストとして活躍しました。新政府に仕えることを潔しとしなかった鋤雲は、政府に出仕した海舟と相容れることはありませんでした。

当地にあった小笠原加賀守の空屋敷、及び西尾主水邸は、清河八郎率いる浪士組の組屋敷に割り当てられました。後に海舟の妹・順と結婚する村上俊五郎は、浪士組の幹部です。浪士組は清河の暗殺後、新徴組として再編成されました。

新徴組屋敷跡

旧安田庭園

勝海舟と安田善次郎
明治十三年三月、海舟は安田財閥の安田善次郎に招かれ、その屋敷を訪問しています。安田邸は日本橋小網町にありましたが、明治十二年十二月に本所横網の田安家屋敷を購入し、各界の名士をここに招いたといいます。海舟が招かれたのも、この別邸だった可能性があります。ちょうどこの頃、海舟は日光東照宮の保護を目的に、旧幕臣や地元有志らが組織した団体「保晃会」への寄附について、安田と相談していました。「保晃会」の発起人は、安田の協力によって第四十一国立銀行を開設した鈴木要三です。そんな関係から海舟が招かれたのではないでしょうか。その後、安田は本邸を当地に移しました。屋敷地一帯は安田の没後、東京市に寄贈され、その庭園が旧安田庭園として公開されています。

明治時代の浮世絵に描かれた勝海舟
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『〔江戸切絵図〕 本所絵図』尾張屋清七〈嘉永５年刊〉 原図・国立国会図書館蔵、岩橋美術復刻版より転載

『〔江戸切絵図〕 本所深川絵図』尾張屋清七〈嘉永5年刊〉 原図・国立国会図書館蔵、岩橋美術復刻版より転載
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1 旧両国橋跡
貧しき頃の想い出が残る

両国1-11

両国橋が現在の場所に架け替えられたのは明治三十七年のこと。かつては現在より下流約五十メートルの辺りにあり、当地には説明板が建てられています。この旧両国橋には、貧しき頃の海舟の思い出話があります。ある年のこと、貧しかった勝家では正月の餅も買えず、親戚宅までもらいに出かけたのですがその帰り道、両国橋の上で餅を落とし
てしまいました。拾いあげ
るも、あまりに惨めで、すべ
て橋から投げ捨てたと晩
年、自身で語っています。

3 回向院
海舟も相撲観戦に訪れた

両国2-8-10

4 海舟居住地1  勝海舟生誕の地跡 両国4-25

両国の回向院といえば、大相撲の起源として有名です。現在、境内には歴代相撲年寄を慰霊した「力塚」が建立されています。碑の揮毫は維新後の徳川宗家を継いだ徳川家達の筆によるものです。家達は大の相撲好きでした。海舟も明治時代に回向院へ相撲観戦に行った記録があります。明治十四年一月十七日に旧薩摩藩士・海江田信義と観戦したようで、自身の日記に「海江田信義、相撲行く。蟯川、手柄山、高千峰へ酒を遣わす」とあります。
蟯川とは、この日引退した境川浪右衛門だと思われます。関脇の手柄山は四勝三敗二分、高千峰は前頭で五勝三敗でした。海舟が酒を遣わした手柄山

の名前は、海舟の日記に
幾度か登場しています。贔
屓の力士だったのかもし
れません。

海舟が生まれた本家・男谷家海舟の父・小吉は男谷平蔵の三男として生まれました。やがて七歳の頃、旗本・勝家の養子に入りますが、生活は深川の男谷の屋敷で続けていました。小吉が九歳の時、男谷家は本所亀沢町へ移り、小吉も同敷地内に設けられた屋敷で暮らすことになりました。現在の両国公園がその跡地です。その後、十八歳になった小吉は、勝家の娘・信と結婚し、勝家の当主として同地の兄の屋敷地内に新居を構えました。ところが出奔することもしばしばで、ついには男谷の本家より、三畳の座敷牢に閉じ込められました。海舟が生まれたのは、ちょうどこの頃、文政六年のことです。男谷家の屋敷跡にあたる現在の両国公園内には、海舟が生まれたことを示す「勝海舟生誕の地」碑が建立されているほか、「勝海舟幕末絵巻」と題された解説板などが設置されています。

旧両国橋跡に建つ説明板

江戸時代の両国橋

家達の筆による「力塚」

浮世絵に描かれた手柄山

明治時代の回向院

勝海舟生誕の地碑

2 中村楼跡
榎本武揚に招かれた名料亭

両国1付近
本所区元町二番町、現在の両国一丁目の隅田川沿いにはかつて、中村楼という政財界の要人御用達の料亭がありました。海舟は明治七年三月、榎本武揚より中村楼に招待されています。榎本が特命全権公使としてロシアに発つにあたって、面会したのだと思われます。その他、明治十三年に中村楼で行われた溝口勝如の会合などにも海舟は出席しています。

5 海舟居住地2  天野左京の地所跡 亀沢1-17付近

6 海舟居住地3 山口鉄五郎の地所跡 緑3-22付近

7 海舟居住地4 岡野孫一郎の地所跡 緑4-35-6

海舟が生まれた時、座敷牢にあった父・小吉も、やがて海舟三歳の頃に牢を出て、就職活動に励みました。ただし、これはなかなか上手くはいかなかったようです。この頃、小吉一家は男谷の屋敷地から本
所南割下水の旗本・天野左
京の地所に移りました。現在
の亀沢一丁目十七番地付近
がその跡地にあたります。

天保元年～二年頃、一家は
本所入江町の旗本・岡野孫
一郎の地所へ移りました。
一方、海舟は七歳の頃より
将軍家慶の五男・初之丞の
学友としてお城に召されて
いました。そして九歳の年、
天保二年に西丸御殿からこ
の屋敷に戻りました。現在、
当地には海舟が住んだことを示す説明板が設けられています。やがて天保十二年、「天保の改革」により、不良旗本の取り締まりが厳しくなると、父・小吉も蟄居・謹慎となり、虎の門の保科栄次郎方へ同居押し込めとなりました。かくして一家は、本所の地を後にしたのです。

天野の地所に移った三年後、一家は同じく南割下水の旗本・山口鉄五郎の地所に転居しました。現
在の緑三丁目二十二番
地、総武線の高架下南
側付近がその跡地です。

8 勝海舟揺籃の地碑 亀沢4-21-1
五柱稲荷神社は植村帯刀の屋敷内に祀られたのがはじまりと伝わります。現在、境内には幼少期の海舟が界隈で過ごし
たことを示す「勝海舟
揺籃の地」の木碑が
建立されています。

9 多羅尾七郎三郎の屋敷跡 立川3-9付近

勝家が岡野孫一郎の地所に移った頃、西丸御殿から下がっていた海舟は、多羅尾七郎三郎の屋敷へ本の稽古に通っていました。多羅尾の屋敷は現在の立川三丁目九番地付近にあたります。そんなある日のこと、多羅尾の屋敷へ向かっていた海舟は、道で病犬に睾丸を噛まれ、瀕死の状態に陥りました。小吉は必死に看病し、金毘羅に祈願の裸参りを行い
ました。その甲斐あっ
て、海舟も七十日目
には床を離れること
ができました。

病犬に襲われ、瀕死となった海舟。

海舟が住んでいたことを示す説明板

10

海舟の父・小吉が信心した
能勢妙見山別院にはフロックコート姿の晩年の海舟像が建立されています。これは昭和四十九年、妙見堂開創二百年の際に、有志によって建立されたものです。海舟の父・小吉は貧乏を脱するため、妙見山で百日の水垢離を決行するなど、熱心に当社を信心していました。

能勢妙見山別院
本所4-6-14

晩年の勝海舟 胸像

墨田区役所脇には
壮年期の海舟像も
建っています!
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両国
小学校

緑小学校

竪川
中学校

錦糸
中学校

吉良邸跡
（本所松坂町公園）

小林一茶
居住の地

芥川龍之介
生育の地

津軽家上屋敷跡

栗本鋤雲
旧居跡

江川太郎左衛門
江戸屋敷跡

山岡鉄舟
生誕地跡海舟と無血開城に奔走

した盟友・

山岡鉄舟も、実は本所の
出身です。

鉄舟は海舟が十三歳の
時、御蔵奉

行を勤めた小野朝右衛門
の五男と

して、本所大川端四軒屋
敷の役宅

で生まれました。

韮山の反射炉や、品川の
お台場を築いたことで

知られる幕末の兵学者
、江川太郎左衛門の屋

敷跡。海舟は江川を「かな
りの人物であつた。そ

の嘉永安政の頃に、海防
のために尽力したこと

は誰も知つて居るだらう」
と評価しています。

海舟とは晩年まで交流し
たジョン万次郎も、ここ

江川屋敷の長屋に居住
していました。現在史跡

を示す説明板が建てられ
ています。

海舟は晩年、「政治家も

理屈ばかり言ふように

なつては、いけない。徳

川家康公は、理屈はい

はなかつたが、それで

も三百年続いたヨ。」と

語っています。

幕末、軍艦奉行や外国奉
行などを歴

任した栗本鋤雲は維新後
、当地に住

みジャーナリストとして活
躍しました。

新政府に仕えることを潔
しとしなかっ

た鋤雲は、政府に出仕し
た海舟と相

容れることはありませんで
した。

当地にあった小笠原加
賀守の

空屋敷、及び西尾主水邸
は、清

河八郎率いる浪士組の
組屋敷

に割り当てられました。後
に海舟

の妹・順と結婚する村上
俊五郎

は、浪士組の幹部です。
浪士組

は清河の暗殺後、新徴組
として

再編成されました。

新徴組屋敷跡

旧安田庭園

勝海舟と安田善次郎

明治十三年三月、海舟は
安田財閥の安田善次郎

に招かれ、その屋敷を訪

問しています。安田邸は
日本橋小網町にありまし

たが、明治十二年十二月

に本所横網の田安家屋
敷を購入し、各界の名士

をここに招いたといいま

す。海舟が招かれたのも
、この別邸だった可能性

があります。

ちょうどこの頃、海舟は日
光東照宮の保護を目的

に、旧幕臣や地元有志ら

が組織した団体「保晃会
」への寄附について、安

田と相談していました。

「保晃会」の発起人は、
安田の協力によって第四

十

一国立銀行を開設した
鈴木要三です。そんな関

係

から海舟が招かれたの
ではないでしょうか。

その後、安田は本邸を当
地に移しました。屋敷地

一

帯は安田の没後、東京
市に寄贈され、その庭園

が

旧安田庭園として公開さ
れています。

明治時代の浮世絵に描かれ
た勝海舟

7

7

315

463

319

14

『〔江戸切絵図〕 本所絵
図』尾張屋清七〈嘉永５年

刊〉 原図・国立国会図書館蔵、
岩橋美術復刻版より転載

『〔江戸切絵図〕 本所深川
絵図』尾張屋清七〈嘉永5

年刊〉 原図・国立国会図書館
蔵、岩橋美術復刻版より

転載
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能勢妙見山別院

6 7

海舟居住地3

山口鉄五郎の地所
海舟居住地4

旗本岡野氏屋敷跡

5

海舟居住地2

天野左京の地所

8
勝海舟
揺籃の地碑

9

多羅尾
七郎三郎宅跡

4

海舟居住地1

勝海舟生誕の地

3

回向院

1

旧両国橋

2

中村楼跡

1 旧両国橋跡

貧しき頃の想い出が残る

両国1-11

両国橋が現在の場所に
架け替えられ

たのは明治三十七年の
こと。かつては

現在より下流約五十メー
トルの辺りに

あり、当地には説明板が
建てられていま

す。この旧両国橋には、貧
しき頃の海舟

の思い出話があります。
ある年のこと、

貧しかった勝家では正月
の餅も買えず、

親戚宅までもらいに出か
けたのですが

その帰り道、両国橋の上
で餅を落とし

てしまいました。拾いあ
げ

るも、あまりに惨めで、す
べ

て橋から投げ捨てたと
晩

年、自身で語っています。

3 回向院

海舟も相撲観戦に訪れた

両国2-8-10

4 海舟居住地1  勝海舟生誕の地跡 両国4-25

両国の回向院といえば、
大相撲の起源

として有名です。現在、境
内には歴代相

撲年寄を慰霊した「力塚
」が建立されて

います。碑の揮毫は維新
後の徳川宗家

を継いだ徳川家達の筆
によるもので

す。家達は大の相撲好き
でした。

海舟も明治時代に回向
院へ相撲観戦

に行った記録があります
。明治十四年

一月十七日に旧薩摩藩士
・海江田信義

と観戦したようで、自身
の日記に「海江

田信義、相撲行く。蟯川
、手柄山、高千

峰へ酒を遣わす」とありま
す。

蟯川とは、この日引退し
た境川浪右衛

門だと思われます。関脇
の手柄山は四

勝三敗二分、高千峰は
前頭で五勝三

敗でした。海舟が酒を遣
わした手柄山

の名前は、海舟の日記
に

幾度か登場しています。
贔

屓の力士だったのかも
し

れません。

海舟が生まれた本家・男
谷家

海舟の父・小吉は男谷
平蔵の三男と

して生まれました。やが
て七歳の頃、

旗本・勝家の養子に入り
ますが、生活

は深川の男谷の屋敷で
続けていまし

た。小吉が九歳の時、男
谷家は本所

亀沢町へ移り、小吉も同
敷地内に設

けられた屋敷で暮らすこ
とになりまし

た。現在の両国公園がそ
の跡地です。

その後、十八歳になった
小吉は、勝家

の娘・信と結婚し、勝家
の当主として同地の兄の

屋敷地内に新

居を構えました。ところが
出奔することもしばしば

で、ついには男

谷の本家より、三畳の座
敷牢に閉じ込められまし

た。海舟が生

まれたのは、ちょうどこの
頃、文政六年のことです

。

男谷家の屋敷跡にあた
る現在の両国公園内に

は、

海舟が生まれたことを示
す「勝海舟生誕の地」碑

が

建立されているほか、「勝
海舟幕末絵巻」と題され

た

解説板などが設置されて
います。

旧両国橋跡に建つ説明板

江戸時代の両国橋

家達の筆による「力塚」

浮世絵に描かれた手柄山

明治時代の回向院

勝海舟生誕の地碑 2 中村楼跡

榎本武揚に招かれた名料
亭

両国1付近

本所区元町二番町、現在
の両国一丁目の隅田川

沿いにはかつて、中村楼

という政財界の要人御
用達の料亭がありまし

た。海舟は明治七年三
月、

榎本武揚より中村楼に
招待されています。榎本

が特命全権公使として
ロ

シアに発つにあたって、
面会したのだと思われま

す。その他、明治十三年

に中村楼で行われた溝
口勝如の会合などにも海

舟は出席しています。

5 海舟居住地2  天野左京の地所跡 亀沢1-17付近

6 海舟居住地3 山口鉄五郎の地所跡 緑3-22付近

7 海舟居住地4 岡野孫一郎の地所跡
緑4-35-6

海舟が生まれた時、座敷
牢にあった父・小

吉も、やがて海舟三歳の
頃に牢を出て、就

職活動に励みました。た
だし、これはなか

なか上手くはいかなかっ
たようです。

この頃、小吉一家は男谷
の屋敷地から本

所南割下水の旗本・天
野左

京の地所に移りました。
現在

の亀沢一丁目十七番地
付近

がその跡地にあたります
。

天保元年～二年頃、一家
は

本所入江町の旗本・岡野
孫

一郎の地所へ移りました
。

一方、海舟は七歳の頃よ
り

将軍家慶の五男・初之丞
の

学友としてお城に召され
て

いました。そして九歳の
年、

天保二年に西丸御殿から
こ

の屋敷に戻りました。現
在、

当地には海舟が住んだこ
とを示す説明板が設けら

れています。

やがて天保十二年、「天
保の改革」により、不良

旗本

の取り締まりが厳しくな
ると、父・小吉も蟄居・謹

慎と

なり、虎の門の保科栄次
郎方へ同居押し込めとな

り

ました。かくして一家は、
本所の地を後にしたので

す。

天野の地所に移った三
年後、一家は

同じく南割下水の旗本・山
口鉄五郎の

地所に転居しました。現

在の緑三丁目二十二番

地、総武線の高架下南

側付近がその跡地です。

8 勝海舟揺籃の地碑
亀沢4-21-1

五柱稲荷神社は植村帯
刀の屋敷

内に祀られたのがはじま
りと伝わ

ります。現在、境内には
幼少期の

海舟が界隈で過ごし

たことを示す「勝海舟

揺籃の地」の木碑が

建立されています。

9 多羅尾七郎三郎の屋敷跡
立川3-9付近

勝家が岡野孫一郎の地
所に移った頃、西丸御殿

から下がっていた

海舟は、多羅尾七郎三郎
の屋敷へ本の稽古に通

っていました。多

羅尾の屋敷は現在の立
川三丁目九番地付近にあ

たります。

そんなある日のこと、多羅
尾の屋敷へ向かっていた

海舟は、道で病

犬に睾丸を噛まれ、瀕死
の状態

に陥りました。小吉は必
死に看病

し、金毘羅に祈願の裸参
りを行い

ました。その甲斐あっ

て、海舟も七十日目

には床を離れること

ができました。

病犬に襲われ、瀕死となっ
た海舟。

海舟が住んでいたことを示
す説明板

10

海舟の父・小吉が信心した

能勢妙見山別院にはフ
ロックコート姿の晩

年の海舟像が建立され
ています。これは昭

和四十九年、妙見堂開創
二百年の際に、有

志によって建立されたも
のです。海舟の父・

小吉は貧乏を脱するため
、妙見

山で百日の水垢離を決
行する

など、熱心に当社を信心
してい

ました。

能勢妙見山別院
本所4-6-14

晩年の勝海舟 胸像

墨田区役所脇には

壮年期の海舟像も

建っています!
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中学校

錦糸
中学校

吉良邸跡
（本所松坂町公園）

小林一茶
居住の地

芥川龍之介
生育の地

津軽家上屋敷跡

栗本鋤雲
旧居跡

江川太郎左衛門
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海舟と無血開城に奔走した盟友・山岡鉄舟も、実は本所の出身です。鉄舟は海舟が十三歳の時、御蔵奉行を勤めた小野朝右衛門の五男として、本所大川端四軒屋敷の役宅で生まれました。

韮山の反射炉や、品川のお台場を築いたことで知られる幕末の兵学者、江川太郎左衛門の屋敷跡。海舟は江川を「かなりの人物であつた。その嘉永安政の頃に、海防のために尽力したことは誰も知つて居るだらう」と評価しています。海舟とは晩年まで交流したジョン万次郎も、ここ江川屋敷の長屋に居住していました。現在史跡を示す説明板が建てられています。

海舟は晩年、「政治家も
理屈ばかり言ふように
なつては、いけない。徳
川家康公は、理屈はい
はなかつたが、それで
も三百年続いたヨ。」と
語っています。

幕末、軍艦奉行や外国奉行などを歴任した栗本鋤雲は維新後、当地に住みジャーナリストとして活躍しました。新政府に仕えることを潔しとしなかった鋤雲は、政府に出仕した海舟と相容れることはありませんでした。

当地にあった小笠原加賀守の空屋敷、及び西尾主水邸は、清河八郎率いる浪士組の組屋敷に割り当てられました。後に海舟の妹・順と結婚する村上俊五郎は、浪士組の幹部です。浪士組は清河の暗殺後、新徴組として再編成されました。

新徴組屋敷跡

旧安田庭園

勝海舟と安田善次郎
明治十三年三月、海舟は安田財閥の安田善次郎に招かれ、その屋敷を訪問しています。安田邸は日本橋小網町にありましたが、明治十二年十二月に本所横網の田安家屋敷を購入し、各界の名士をここに招いたといいます。海舟が招かれたのも、この別邸だった可能性があります。ちょうどこの頃、海舟は日光東照宮の保護を目的に、旧幕臣や地元有志らが組織した団体「保晃会」への寄附について、安田と相談していました。「保晃会」の発起人は、安田の協力によって第四十一国立銀行を開設した鈴木要三です。そんな関係から海舟が招かれたのではないでしょうか。その後、安田は本邸を当地に移しました。屋敷地一帯は安田の没後、東京市に寄贈され、その庭園が旧安田庭園として公開されています。

明治時代の浮世絵に描かれた勝海舟
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『〔江戸切絵図〕 本所絵図』尾張屋清七〈嘉永５年刊〉 原図・国立国会図書館蔵、岩橋美術復刻版より転載

『〔江戸切絵図〕 本所深川絵図』尾張屋清七〈嘉永5年刊〉 原図・国立国会図書館蔵、岩橋美術復刻版より転載
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能勢妙見山別院
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7海舟居住地3
山口鉄五郎の地所

海舟居住地4
旗本岡野氏屋敷跡
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海舟居住地2
天野左京の地所

8
勝海舟
揺籃の地碑
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多羅尾
七郎三郎宅跡
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海舟居住地1
勝海舟生誕の地

3

回向院

1

旧両国橋

2

中村楼跡

1 旧両国橋跡
貧しき頃の想い出が残る

両国1-11

両国橋が現在の場所に架け替えられたのは明治三十七年のこと。かつては現在より下流約五十メートルの辺りにあり、当地には説明板が建てられています。この旧両国橋には、貧しき頃の海舟の思い出話があります。ある年のこと、貧しかった勝家では正月の餅も買えず、親戚宅までもらいに出かけたのですがその帰り道、両国橋の上で餅を落とし
てしまいました。拾いあげ
るも、あまりに惨めで、すべ
て橋から投げ捨てたと晩
年、自身で語っています。

3 回向院
海舟も相撲観戦に訪れた

両国2-8-10

4 海舟居住地1  勝海舟生誕の地跡 両国4-25

両国の回向院といえば、大相撲の起源として有名です。現在、境内には歴代相撲年寄を慰霊した「力塚」が建立されています。碑の揮毫は維新後の徳川宗家を継いだ徳川家達の筆によるものです。家達は大の相撲好きでした。海舟も明治時代に回向院へ相撲観戦に行った記録があります。明治十四年一月十七日に旧薩摩藩士・海江田信義と観戦したようで、自身の日記に「海江田信義、相撲行く。蟯川、手柄山、高千峰へ酒を遣わす」とあります。
蟯川とは、この日引退した境川浪右衛門だと思われます。関脇の手柄山は四勝三敗二分、高千峰は前頭で五勝三敗でした。海舟が酒を遣わした手柄山

の名前は、海舟の日記に
幾度か登場しています。贔
屓の力士だったのかもし
れません。

海舟が生まれた本家・男谷家海舟の父・小吉は男谷平蔵の三男として生まれました。やがて七歳の頃、旗本・勝家の養子に入りますが、生活は深川の男谷の屋敷で続けていました。小吉が九歳の時、男谷家は本所亀沢町へ移り、小吉も同敷地内に設けられた屋敷で暮らすことになりました。現在の両国公園がその跡地です。その後、十八歳になった小吉は、勝家の娘・信と結婚し、勝家の当主として同地の兄の屋敷地内に新居を構えました。ところが出奔することもしばしばで、ついには男谷の本家より、三畳の座敷牢に閉じ込められました。海舟が生まれたのは、ちょうどこの頃、文政六年のことです。男谷家の屋敷跡にあたる現在の両国公園内には、海舟が生まれたことを示す「勝海舟生誕の地」碑が建立されているほか、「勝海舟幕末絵巻」と題された解説板などが設置されています。

旧両国橋跡に建つ説明板

江戸時代の両国橋

家達の筆による「力塚」

浮世絵に描かれた手柄山

明治時代の回向院

勝海舟生誕の地碑

2 中村楼跡
榎本武揚に招かれた名料亭

両国1付近
本所区元町二番町、現在の両国一丁目の隅田川沿いにはかつて、中村楼という政財界の要人御用達の料亭がありました。海舟は明治七年三月、榎本武揚より中村楼に招待されています。榎本が特命全権公使としてロシアに発つにあたって、面会したのだと思われます。その他、明治十三年に中村楼で行われた溝口勝如の会合などにも海舟は出席しています。

5 海舟居住地2  天野左京の地所跡 亀沢1-17付近

6 海舟居住地3 山口鉄五郎の地所跡 緑3-22付近

7 海舟居住地4 岡野孫一郎の地所跡 緑4-35-6

海舟が生まれた時、座敷牢にあった父・小吉も、やがて海舟三歳の頃に牢を出て、就職活動に励みました。ただし、これはなかなか上手くはいかなかったようです。この頃、小吉一家は男谷の屋敷地から本
所南割下水の旗本・天野左
京の地所に移りました。現在
の亀沢一丁目十七番地付近
がその跡地にあたります。

天保元年～二年頃、一家は
本所入江町の旗本・岡野孫
一郎の地所へ移りました。
一方、海舟は七歳の頃より
将軍家慶の五男・初之丞の
学友としてお城に召されて
いました。そして九歳の年、
天保二年に西丸御殿からこ
の屋敷に戻りました。現在、
当地には海舟が住んだことを示す説明板が設けられています。やがて天保十二年、「天保の改革」により、不良旗本の取り締まりが厳しくなると、父・小吉も蟄居・謹慎となり、虎の門の保科栄次郎方へ同居押し込めとなりました。かくして一家は、本所の地を後にしたのです。

天野の地所に移った三年後、一家は同じく南割下水の旗本・山口鉄五郎の地所に転居しました。現
在の緑三丁目二十二番
地、総武線の高架下南
側付近がその跡地です。

8 勝海舟揺籃の地碑 亀沢4-21-1
五柱稲荷神社は植村帯刀の屋敷内に祀られたのがはじまりと伝わります。現在、境内には幼少期の海舟が界隈で過ごし
たことを示す「勝海舟
揺籃の地」の木碑が
建立されています。

9 多羅尾七郎三郎の屋敷跡 立川3-9付近

勝家が岡野孫一郎の地所に移った頃、西丸御殿から下がっていた海舟は、多羅尾七郎三郎の屋敷へ本の稽古に通っていました。多羅尾の屋敷は現在の立川三丁目九番地付近にあたります。そんなある日のこと、多羅尾の屋敷へ向かっていた海舟は、道で病犬に睾丸を噛まれ、瀕死の状態に陥りました。小吉は必死に看病し、金毘羅に祈願の裸参りを行い
ました。その甲斐あっ
て、海舟も七十日目
には床を離れること
ができました。

病犬に襲われ、瀕死となった海舟。

海舟が住んでいたことを示す説明板
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海舟の父・小吉が信心した
能勢妙見山別院にはフロックコート姿の晩年の海舟像が建立されています。これは昭和四十九年、妙見堂開創二百年の際に、有志によって建立されたものです。海舟の父・小吉は貧乏を脱するため、妙見山で百日の水垢離を決行するなど、熱心に当社を信心していました。

能勢妙見山別院
本所4-6-14

晩年の勝海舟 胸像

墨田区役所脇には
壮年期の海舟像も
建っています!

勝海舟の目線で歩く墨田区史跡マップ～本所篇～
Historic sites of Katsu Kaishu in Honjyo

「海舟の目線で歩く」をテーマに、
既存に紹介されている史跡に加え、

海舟の日記や逸話から、海舟が歩いた足跡を丹念に紹介。




